
地誌 第 25 回「ヨーロッパ地誌⑥～ヨーロッパ各国情勢②フランスとドイツ～」 

〇今回のポイント 

フランスはラテン系で中央集権体制が強い共和国。 

ドイツはゲルマン系で地方分権の強い連邦制国家。 

フランス情勢 

〇フランスの社会 

住民構成 宗教 面積 人口 首都 

・[①  ラテン  ]系(大部分) 

・バスク系(ﾋﾟﾚﾈｰ山脈) 

・ケルト系(ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ半島) 

[② カトリック ] 55.2 万㎢ 約 6345 万人 パリ 

〇フランスの[③  子育て支援  ]…出生率、自然増加率が高い水準になっている。 

〇フランスの産業     

農業 工業 

〇農業に適した土地が広く、肥沃な土壌が分布するた

め、[④  EU 最大の農業国  ]となっている。 

〇北部のパリ盆地 

・大型機械を導入した[⑤  小麦  ]の大規模栽培 

 ⇒土地生産性、労働生産性がきわめて高い。 

 ⇒世界有数の小麦生産国／輸出国 

〇南部の地中海沿岸 

・[⑥  ブドウ  ]栽培⇒ブドウ、ワインも世界有数 

〇[⑦  パリ  ]…フランス最大の総合工業地域、出

版印刷、機械、自動車 

〇鉄鋼業の推移…鉄鉱石が産出された [⑧ ロレー

ヌ ]で鉄鋼業。現在は枯渇して衰退。北部の[⑨ ダ

ンケルク ]南部のフォスなど臨海部で輸入鉄鉱石。 

〇南部の工業…マルセイユで石油化学、[⑩ トゥール

ゥーズ ]では航空機械工業(国際分業体制)が発達。 

〇1970 年代の石油危機⇒[⑪  原子力発電  ] 

 

 

 



ドイツ情勢 

〇ドイツの社会 

住民構成 宗教 面積 人口 首都 

⑫  ゲルマン系  ・北部[⑬ プロテスタント] 

・南部…カトリック 

35.7 万㎢ 約 8200 万人 ベルリン 

〇ドイツの特徴 

⑭東西分裂 第二次世界大戦後、冷戦構造に巻き込まれ、ドイツは国家が東西に分裂された。首都のベルリン

は東ドイツの領土内にあり、首都ベルリンも東西に分裂したので、西ベルリンは西ドイツの飛び

地となった。1989 年にベルリンの壁崩壊、90 年に国家統一、91 年にソ連崩壊。 

⑮ 

連邦制国家 

ドイツはもともと地域名で、「ドイツ」という統一国家が出来たのが 1871 年。それまではドイツ

という地域にいくつもの領邦国家が分立していた。そのため、地方分権が進み、各州の自立性が

高くなっており、3 都市（ベルリン・ハンブルク・ブレーメン）と 13州から構成される連邦国家

となっている。 

⑯ 

移民問題 

1960 年代の高度経済成長を契機に、[⑰ トルコ ]やイタリアから不足した労働力を補ったが、

石油危機以降の経済停滞により、失業率が低下して右傾化。移民排斥運動が行われている。 

⑱ 

経済格差 

旧東ドイツは社会主義体制下での設備の老朽化、生産性の低さから旧西ドイツに比べて工業化が

遅れている。そのため、旧東西領域における経済格差が問題になっている。 

〇ドイツの産業 

農牧業 工業 

a.北海・バルト海沿岸…大陸氷河の影響。 

[⑲  酪農  ] 

b.北ドイツ平原…[⑳ ハイデ ]と呼ばれるやせ

地。混合農業（ライ麦・ジャガ

イモ・豚） 

c.中南部…[㉑  混合農業  ](小麦・テンサ

イ・肉牛・豚) 

d.南西部…[㉒  ブドウ  ]栽培 

・[㉓  第二次産業  ]の人口割合が高い 

・ヨーロッパ最大の工業国…自動車、化学、鉄鋼、電気機械、

エレクトロニクス 

・[㉔  ルール炭田  ]＋ライン川の水運でエッセン、ド

ルトムント、デュースブルクが発展。近年、設備老朽化と

資源枯渇でケルンなど南部に移動。 

・[㉕ ハンブルク ]…港湾都市、造船、石油化学工業 

・[㉗ ミュンヘン ]…ビール、自動車、エレクトロニクス 

・[㉘ フランクフルト ]…欧州中央銀行所在地。金融中心。 

 

 


